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「伊能忠敬」の生涯を詳しく紹介頂き理解を深めることができた。 

九十九里の網元の次男に生まれ、浮浪児との風評があったが、 

千葉佐原の伊能家に婿入り後は、自身の天文学への興味は二の次 

にして、家業に専念し伊能家のみならず佐原の町も大いに繁栄さ 

せた。50 歳で家業を息子に譲り、天文学を学ぶため、幕府天文 

方の高橋至時の門下生となった。 

忠敬は緯度１度の正確な距離を知れば、地球の大きさが解ると 

考え、種々の天測や測量機器を自費で準備し、幕府の援助を得て、北海道を皮切りに、伊

豆七島を含め、九州南端まで日本中を隈なく踏破。 

56 歳から 72 歳まで 17 年間都合 10 回、延べ 3,734 日、44,000ｋｍ（地球 1 周

以上）にも及ぶ測量の旅であり、１日当たり僅か 10 数ｋｍの移動であった。緯度 1 度

の距離 28 里２分は誤差 0.3％で、如何に丁寧で正確な測量を行ったかが窺える。完成地

図は実に畳 300 枚もの大きさであった。 

彼の偉業達成の要因は、天文への興味の裏に、経済力があった事や丁寧で粘り強い性格

等が考えられ、就中、平均寿命 45 歳の江戸時代に 50 歳からの取り組みは、「継続は力

なり」を実践した。興味と共に畏敬の念を抱かせる偉人であり、意義深い講義であった。 
 
４年５班 渡邉 昶彦 

三木高大
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自治会新聞 

「天と地を測り、世界最高の精巧な日本地図作成に 

懸けた人生～伊能忠敬 50 歳からの挑戦～」 

講師：学友会理事 下川 博 様 

６月の教養講座から 

専門講座(園芸) 

 園芸学科は、三木市盆栽協会会長森脇正和先生の盆栽と、元県農業改良普及員小田芳三

先生の野菜作りの二部構成となっています。盆栽は挿し木の仕方、寄せ植え、野菜作りは

日常の管理、薬品の使い方、保存の仕方を学び、盆栽や野菜作りの大変さと喜びを楽しみ

ながら学んでいます。 

 私は園芸の経験はあまりなく、以前に肥料や土やネットを揃えゴーヤを植え付け、夏の

水やりや施肥管理に注意しながら育てましたが、収穫できたのは貧弱なゴーヤ三本だけ

でした。園芸は私には向いていないと思いながらも、野菜作りや盆栽に挑戦すべく園芸学

科を受講することといたしました。 

 小田先生のお話は、夏野菜の管理やノウハウについてであり、学生も大変身近に感じて

いることから、多くの質問が出ますが、的確に指導され誰もが感嘆することしきりです。 

 森脇先生は、挿し木による増殖方法、水やりの重要性について指導があり、また、学生

が持参した盆栽に、鋏を入れたり針金を巻き付けたりして、盆栽に魔法をかけたように格

好よく仕上げて頂きました。  

今のところ私の場合は、種々の野菜の美味しい食べ方の時だけ身を乗り出しています

が、卒業する時には、少しでも成長していたいと思います 
 

２年２班 井上 昌子 
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平成 29 年６月 13 日から 15 日までの２泊３日で待 

望の沖縄卒業旅行に行ってまいりました。 

33 名の参加者は、早朝にもかかわらず、遅れる事なく 

神戸空港に集合しました。那覇空港に午前 10 時に到着。 

いよいよ沖縄観光スタートです 

ところが１日目の天候は「大雨」で梅雨前線が沖縄上空に停滞したままであり、どうな

るか不安一杯の旅行スタートです。バスにて広大な米軍基地の中を貫く高速道を抜け「美

ら海水族館」到着。悠々と巨大水槽で泳ぐ全長 8.5m のジンベイザメや、めずらしい海の

生物を鑑賞した後日航ホテルへ。夕日の美しい「万座毛」が大雨で見られなかったのは誠

に残念でした。夜は沖縄料理のバイキングを楽しんだ後、それぞれホテルライフを満喫し

終了。 

２日目「豪雨」。朝食のもずく温泉卵ごはんを食べ沖縄伝統焼き物「やちむんの里」を

見学後「おきなわワールド」へ。30 万年前のサンゴ礁から出来た鍾乳洞の美しさには感

動した。又ここで「琉球ガラス」「シーサー」作りを初体験。その後「ひめゆりの塔」で

献花合掌、泡盛工場の「忠孝酒造」で買い物しホテルで休憩後、国際通りのライブ居酒屋

でアグー豚を食しながら、島唄三線ライブに合わせ皆で歌い踊り大いに盛り上がりまし

た。 

３日目「小雨」。ホテルより 30 分程度で「首里城」へ。琉球王国の栄華を忍ばせる見

事な建物は朱色基調とした華やかさと威厳があり、感銘を覚えた。昼食の沖縄そばのボリ

ュームには殆どの人が残してしまった。その後、那覇空港発の便で無事神戸空港に全員が

帰ってまいりました。 

雨にたたられた 3 日間でありましたが、33 名の参加者の脳裏には「楽しい思い出」の

一つとして、この沖縄卒業旅行が刻まれたことでしょう。    
 

卒業旅行企画委員長 ４年２班 荻田 俊一 

                                  

 意見発表会のご案内 と き：７月 27 日(木)開催 午前 10 時から  

ところ：まなびの郷みずほ 体育館 

学 年 通 信 MNS26 卒業旅行(沖縄) 

１学期の講座も、本日（18 日）の講座が最終となりました。例年この時期には意見発

表会を開催していますが、今年で第 26 回を迎え、来る７月 27 日（木）午前 10 時から

１２時まで、まなびの郷みずほ体育館で開催します。今年の発表者は、次の８名の皆さん

です。（敬称略） 

【１年】３班 竹本  誠  ４班 川坂 成眞 

【２年】３班 島田 晴夫  ４班 吉田志津子 

【３年】３班 高橋 富子  ４班 岩枝 俊一 

【４年】１班 金丸  正  ３班 板東 和己 

発表は、「学びと生きがい」をテーマに、１人５分程度で皆さんの長い人生において経

験してきたことや学んできたこと、生きがいなどを発表していただきます。発表される皆

さんは、「どんなことを発表しようかな」、「みんなの前だとドキドキするだろうな、早く

終わってほしいね」などと原稿づくりに一生懸命です。今年も、きっとすばらしい発表会

になることでしょう。 

【今年は、東・北播磨学ぶ高齢者のつどい（９月 29 日、西脇市で開催）の高齢者の

主張大会への出場はありません。 

教務主任 藤原 良一 
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自 治 会 か ら の 報 告 

平成 29 年度広報委員会総会が６月 10 日にまなびの郷みずほの研修室２に於いて開

催されました。この委員会は、自治会新聞編集企画委員会を主体として、ホームページ作

成委員会、パワーポイント作成委員会の３部門で構成されています。各部門の担当委員や

担当役員からは、三木市高齢者大学の広報担当者としての自覚を持った活発な意見交換

がありました。各部門からの現状報告として。 

〇新聞編集委員会から、自治会新聞の記事は学校行事やクラブに関した内容が中心なっ

ているが、紙面に少しでも興味を持ってもらえるようにする為、学生自身の記事の投稿

を依頼したい。各学年の編集委員、副会長の方々に更なるご協力をお願いします。 

〇ホームページ作成委員会から、高大ホームページを見ている人がどれくらいいるかわ

からないが、色々な意見を頂くと共に、もっとＰＲしたい。 

〇パワーポイント作成委員会から、パワーポイント作成は難しいことではなく、入学説明

会のクラブ紹介で使っているが、クラブ独自で作成して持ってくるクラブもあります。

指導が必要な時は協力します。 

〇自治会からは、各部門ともパソコンクラブとの共同参画とはいえ、多大なる協力を頂い

ているので、自治会役員や学生の中からパソコン操作に慣れた方のパソコンクラブへの

入部、また各部門への更なるご協力をお願いしたいと思います。       

  

恒例の春季清掃活動が６月 23 日(金)、学友会、大学院の皆様の協力を頂きながら､総

勢 170 数名の参加を得て、事故もなく無事終了致しました。 

おかげをもちまして校舎内、外回り大変きれいになりました。これからの講座、部活に

と気持ちよくご利用いただけることと思います。 

実行委員の皆様には準備から後片付けまでのご協力ありがとうございました。 
 
春季清掃活動実行委員長 ３年３班 高橋 博男 

春季清掃活動の結果報告 

 「まなびの郷みずほ活用連絡会」主催の、まなびの郷みずほ交流キャンプが今年も下記

の通り開催されます。 

このキャンプは、細川地域の自然豊かな環境の下、異年齢集団（小１～中３）の中で、

交流を図り、相互理解、自主性、協調性、主体性などの育成を基本としながら、生きる力

を野外活動・集団生活で養い、将来的な人間形成の土壌をつくることを目的としており、

三木市内の他地域にはない特色ある行事です。 

・日程 平成 29 年８月８日（火）から９日（水）の一泊二日小学生 3 年以下は日帰り 

・場所 まなびの郷みずほ 

 主催者側から、平成 22 年度から昨年度まで、同じ内容だったので、内容刷新の為、ク

ッククラブ、写真部へのボランティア要請のほかに体験プログラム補助員としてのボラ

ンティア参加者 12 名の要請がありました。皆様のご協力をよろしくお願いします。 
 
自治会会長 小林 敏之 

  

まなびの郷みずほ交流キャンプ案内 

広報委員会報告 
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大 道 芸 ク ラ ブ 

クラブ員９名は登校日に研修室５(和 

室)、その他の日には OB も一緒に月２ 

回自由が丘公民館で練習しています。 

当クラブの目玉は、南京玉すだれと 

銭太鼓そして皿回しです。 

新しい技（芸）を覚えるのはチョッ 

ト難しいものもありますが、先輩が根 

気よく丁寧に教えてくれます。甘えてばかりではいけないので色々工夫して習得します。

と言ってもなかなかおぼえられないのですが、真剣に活気に満ちた表情の部員の顔を見

ていると、このクラブで一緒に練習できることの喜びを感じます。皆さんとっても若いで

すよ。笑いすぎてお腹の皮がよじれそうになることもあります。繰り返し練習して会得し

た技（芸）は、もう、これは一生の宝物です！！ 

月に１～２回はオファーがかかり施設訪問させていただいています。皆さんが楽しそ

うにされると私達も大変嬉しい気持ちになり励まされます。一生のうちで、こういう経験

をする機会は滅多にないと思います。大道芸クラブへの入部を心からお待ちしています。

一緒に人生の楽しみを増やしませんか？  
  
                  大道芸クラブ部長 ３年３班 中嶋 ユミ子  

タ ー ゲ ッ ト バ ー ド ゴ ル フ ク ラ ブ 

ク ラ ブ 紹 介 

私自身「ターゲットバードゴルフクラブ」に入 

部して早三年半になりますが、ゴルフクラブに 

も属しゴルフを楽しんでいる者としては、「ター 

ゲットバードゴルフ」を些か甘く見ていた様です。 

それは、「狭いフェアーウエイ」やゴルフのパッ 

トに相当する「籠入れ」に未だに、満足したプレ 

ーが安定してできない点にあります。 

一方この「難しさ」がプレーする事の面白さを 

倍増させており、「熟練度」が上がればあがる程好スコアが期待できる大変楽しいスポー

ツです。活動は毎週月曜日に緑の木々にかこまれた「ホースランドミオの森」にて朝９時

から 11 時までプレーを楽しんでいます。 

部員数は本年新入生５名および２年生１名の計６名の新規入部により、学生 13 名、Ｏ

Ｂ53 名 合計 66 名になりました。 

初夏は新緑の中木漏れ日を浴びながら、秋は紅葉の下、日頃のストレス解消や適度な運

動による健康維持を我々と共に！！皆様の新規入部をお待ちしています。  
 

ターゲットバードゴルフクラブ部長 ４年２班 荻田 俊一 


